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TOTOリモデル営業推進部

当ソフトにつきまして、この度バージョンアップいたします。

今回のバージョンアップの主なポイントについてご案内いたしますので、内容をご確認の

上、今後引き続きご活用のほどお願いいたします。

バージョンアップについては、ポータルサイトからダウンロードしてください。

https://remodelclub.jp/tcms_portal/index.aspx
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1 営業情報の分析機能に「RFM分析サンプル層別」の機能を追加しました。

自社のOB顧客の傾向を簡単に確認でき、タイプ別のフォロー活動ができるようになります。

営業情報分析

新
R/F/Mの組合せをお客様のタイプ別に10のタイプに層別し、
どのタイプのお客様が、どのぐらいの割合で存在しているかといった傾向を確認することができます。
また、それぞれのタイプに該当する顧客の抽出も簡単に行うことができます。

RFM 分析をより分かりやすく活用する

ために、あらかじめR/F/Mの組合せを

お客様のタイプ別に10のタイプに層別

しました。

タイプ毎の顧客数や割合を画面を開く

とすぐ確認でき、どのタイプのお客様

が、どのぐらいの割合で存在しているか

といった傾向を確認することができま

す。

また、それぞれのタイプに該当する顧客

の抽出も簡単に行うことができます。

層別毎の一覧情報が簡単に抽出できます

RFMを基準に、お客様の傾向を知ることができます

分析結果をExcelに出力できます
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2 簡易的な情報登録で分析機能を利用でき、その情報を顧客・営業情報に本登録できる機能を追加しました。

営業情報分析を行うためのハードルが低くなり、自社分析に取り組みやすくなります。

営業情報分析
顧客情報 /営業情報登録

新 顧客情報・営業情報が未登録でも、
分析に使用するデータだけを追加登録して営業情報分析ができるようになりました。

分析用に登録した情報を個別に本登録

分析用に登録した情報をまとめて本登録

分析に加えるデータをここで管理できます

ダウ
ンロ
ード

データの入力

アップロード

まとめて反映まとめて反映まとめて反映

本登録本登録本登録

本登録本登録本登録

反映反映反映

分析に使用する情報を
CSVでまとめてアップロードできます

分析に使用する情報を
画面を見ながら入力・修正できます
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3

新旧

高度な検索機能

それぞれの条件に合致する顧客を出す方法だと、
指定した範囲外に該当する顧客も対象となって
しまうパターンが存在していました。

【例】
引渡日が 2010 年～2011 年の顧客を抽出すると
して、
“2009 年と 2012 年に工事を実施している顧客”
が存在していた場合、本来は条件の範囲外なので
この顧客は抽出されないが、2回の検索に分ける方
法（従来の方法）だと、
・1回目の検索条件は2010年以降なので、2012
年の工事が当てはまるので対象
・2回目の検索は2011年より前なので、2009年
の工事が当てはまるので対象
故に 2 つの検索条件に合致する顧客として抽出さ
れるというケースが発生していました。

範囲指定検索によって、指定した範囲内に対象となるデー
タを持っている顧客だけを抽出できるようになりました。

高度な検索で、日付や金額等についての範囲指定検索ができるようになりました。

範囲指定検索ができるようになり、
より的確な結果を抽出できるようになりました。

2 回の検索条件で範囲指定はできまし
たが、それぞれの検索条件に合致する
結果を出していました。

顧客の絞り込みの精度が上がり、より正確な顧客の絞り込みが可能になりました。
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4 一覧をスクロールさせた状態で詳細画面から戻った際に、スクロール状態の維持が可能になりました。

詳細情報の確認や顧客情報の修正が効率的に行えるようになりました。

顧客情報一覧画面

新 スクロール位置が最初に戻ってしまうことがないので、
再度スクロールして探すような手間はかかりません。

スクロール位置はゼロの状態に戻っ
てしまうことなく、詳細画面を表示
した顧客の項目が一番上に表示され
るようになります。

スクロールした状態で【詳細】ボタ
ンから顧客情報の詳細画面を開いて
も...
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5 物件基本情報登録画面の工事履歴に「削除する」ボタンを追加しました。

工事情報を削除する時に営業情報管理の画面へ行く必要がなくなり、作業効率が上がります。

物件基本情報登録画面

新
工事履歴に削除ボタンを追加することで、顧
客情報管理側からでも、工事履歴情報が削除
できるようになりました。

新規追加
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6「バックアップ」「リストア」のフォルダ指定で、初期値を設定しました。

バックアップ・リストア処理に必要な作業負荷を軽減することができます。

インポートツール
バックアップ・リストア

新 ［C:］の直下に「TCMS」フォルダを置いているユーザーであれば、フォルダを指定する箇所が大幅に減り、
バックアップ先やバックアップファイルを選択するだけで済みます。
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7 異なるバージョンで作成されたデータのリストアができないようにバージョンチェックを入れました。

バージョン違いのバックアップを実施すことによるトラブルを回避することができます。

リストア

新 お客様情報管理ソフトと異なるバージョンのバックアップファイルでリストアしようとした場合、
事前にチェックしてリストアが中断されるようになります。

バージョン違いのバックアップファイルをインストールしようとした場合

ver3.5.0000が
インストールされている
パソコン

ver3.3.0000で作成した
バックアップファイル
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8 その他の改善点一覧

①電話番号と携帯電話番号の項目名称を
　「電話番号」→「電話番号1」
　「携帯電話番号」→「電話番号2」
　に変更しました。
　※顧客基本情報 /紹介者情報が対象となります。

②顧客情報詳細画面の下部にある「履歴情報」を登録する際に、【件名】に25文字以上を入力できないようにしました。
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